
･
議
案
第
五
十
二
号

専

決

処

分

に

.

つ

　

い

　

て

地
方
自
治
凍
(
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
第
完
の
規
定
賢
｡
'
別
紙
の
と

お
｡
専
決
処
分
を
し
た
の
で
,
同
法
同
条
第
三
項
の
規
定
に
ょ
｡
､
こ
れ
を
本
議
会
に
報
告
し
て
東
認
芸

め
る
｡

昭
和
六
十
1
年
四
月
二
十
八
日

三

　

朝

町

長

　

　

安

　

　

田

　

　

真

一

郎

ヽ

昭
和
六
番
年
四
月
廿
<
日
　
食
､
東
泉
怒

･
　
　
三
朝
町
親
全
貌
長
名
鑑
典
由
/



■

専

決

第

一

号

専
決
処
分
書

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
竺
ハ
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
竺
項
の
規
定
に
よ
｡
'
三
朝
町
税

条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
･
次
の
と
お
り
専
決
処
分
を
す
る
｡

昭

和

六

十

一

年

三

月

三

十

一

日

三

　

朝

町

長

　

　

安

　

　

田

　

　

其

一

郎
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三
朝
町
条
例
第

号

三
朝
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
税
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
第
十
八
号
)
の
1
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
二
十
臥
粂
第
二
項
軒
J
r
l
一
十
二
万
四
千
円
｣
を
｢
二
十
四
万
八
千
円
｣
に
改
め
る
か

第
九
十
九
粂
第
1
項
中
｢
第
四
百
八
十
九
条
第
九
項
｣
を
｢
第
四
育
八
十
九
条
第
十
項
｣
に
'
｢
第
甲
百

八
十
九
条
第
十
項
｣
を
｢
第
四
百
八
十
九
条
第
十
1
項
｣
に
改
め
る
｡

第
百
五
集
束
一
項
中
｢
第
四
百
八
十
九
条
第
九
項
若
し
く
は
第
十
項
｣
を
｢
第
四
百
八
十
九
条
第
十
痕
若

し
く
は
第
十
一
項
｣
　
に
改
め
る
｡

集
百
十
集
中
｢
第
四
百
八
十
九
条
第
1
項
,
第
二
項
及
び
第
五
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
｣
を
｢
第
四
育
八
･

十
九
条
第
一
項
｣
第
二
項
及
び
第
五
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
｣
尼
.
｢
第
四
百
八
十
九
条
第
九
項
若
し
く
は

第
十
項
｣
を
｢
第
四
百
八
十
九
条
第
十
項
若
し
く
は
第
十
1
項
｣
′
に
改
め
る
｡

∫

附
則
第
五
粂
第
1
項
中
｢
二
十
九
万
円
｣
を
｢
三
十
一
万
円
｣
に
改
め
る
｡

附
則
第
八
粂
第
一
項
中
｢
昭
和
六
十
1
年
度
｣
を
｢
暗
空
ハ
十
六
年
度
｣
に
改
め
T
Q
o

附
則
第
十
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

/



■■弓::::･:･

(
た
ば
と
消
費
税
の
税
率
の
特
例
)

第
十
六
廉
の
二
　
昭
和
六
十
1
年
五
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
享
月
.
三
十
I
月
ま
で
の
闇
に
第
九
十
二
条

第
1
項
.
打
売
渡
し
叉
.
は
同
条
第
t
二
項
の
売
痩
し
若
し
く
は
消
費
等
が
行
わ
れ
た
製
造
た
ば
こ
に
取
る
た
ば

こ
消
費
税
の
従
量
制
の
税
率
は
'
第
九
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
,
､
千
本
に
つ
き
六
百
四
十
円
と
す

る
｡

r
q
/
　
昭
和
六
十
一
年
五
月
1
J
E
E
I
か
ら
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
第
九
十
二
条
第
一
項
の
売

渡
し
又
は
同
条
第
二
項
の
売
渡
し
若
し
く
は
消
費
等
が
行
わ
れ
た
製
､
造
た
ば
こ
に
係
る
た
ば
こ
廟
費
税
の

従
価
割
の
課
税
額
準
は
'
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
同
項
に
規
定
す
′
る
金
額
(
法
第

四
百
六
十
七
粂
第
二
項
の
規
恵
の
適
用
を
受
け
る
製
逸
た
ば
こ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
'
租
税
特
別
措
置

法
第
八
十
七
条
の
四
の
規
虐
(
た
.
は
こ
消
費
税
法
(
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
)
第
十
条
第
二
項
の

-
規
定
の
適
用
を
受
け
る
製
造
た
ば
こ
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
課
凝
標
準
た
る
金
額
の
算
定
方
法
に
係
る

部
分
に
限
る
｡
)
　
の
例
に
よ
.
り
算
定
し
た
金
額
)
'
か
ら
'
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
製
造
た
ば
こ
の
区
分

′

に
応
じ
'
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
｡
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前
項
の
規
雇
の
適
用
が
あ
る
場
合
I
k
お
け
る
第
九
十
五
集
の
内
幕
一
項
か
.
ら
第
四
嶺
ま
で
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
,
.
同
条
第
1
項
中
｢
小
売
定
価
に
相
当
す
る
金
額
｣
七
あ
る
の
ほ
｢
小
売
定
価
に
相
当
す

･

る
金
額
か
ら
･
附
則
第
十
六
条
の
こ
竺
毒
の
表
の
上
欄
紅
海
げ
る
製
造
た
ば
こ
の
区
分
に
応
じ
'
同
表

の
下
欄
に
絡
げ
る
金
革
を
軽
醸
し
た
金
額
｣
と
'

｢
集
三
十
四
号
の
こ
様
式
｣
と
あ
る
の
は
｢
第
四
十
八

J

　

′

l

～

ヽ



号
の
五
様
式
｣
と
'
同
条
集
二
項
中
｢
第
三
十
四
号
の
こ
の
こ
様
式
｣
と
あ
る
の
は
　
｢
第
四
十
八
号
の
六

様
式
｣
と
､
同
条
第
三
項
中
｢
第
三
十
四
号
の
こ
の
六
様
式
｣
.
と
あ
る
の
は
｢
第
四
十
八
号
の
九
様
式
｣

と
'
同
条
第
四
項
中
｢
第
三
十
四
号
の
二
様
式
又
は
第
三
十
四
号
の
土
の
二
様
式
｣
と
あ
る
の
は
｢
第
四

十
八
号
の
五
様
式
又
は
第
四
十
八
号
の
六
様
式
｣
と
す
る
｡

～

/

附
則
第
十
六
条
の
三
第
四
項
中
｢
昭
和
六
十
年
度
分
及
び
暗
和
六
十
二
年
度
分
｣
を
｢
暗
和
六
十
年
度
か

ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
｣
,
忙
改
め
る
｡

附

　

則

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

･

(
施
行
期
日
)

第
一
粂
　
こ
の
条
例
は
'
昭
和
六
十
一
年
四
月
l
日
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
'
三
周
町
税
条
例
第
九
十
九

条
声
一
項
'
第
百
五
条
第
一
項
及
び
第
首
十
条
の
改
正
規
定
は
'
同
g
･
六
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(
町
民
磯
に
関
す
る
経
過
措
置
)

/
I

第
二
粂
　
改
正
後
の
三
朝
町
税
条
例
(
以
下
｢
新
条
例
｣
と
い
う
｡
)
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
附
則
第
五

条
第
1
項
の
規
定
は
'
昭
和
六
十
1
年
度
以
後
の
年
度
分
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
'
昭
和
六
十

年
度
分
ま
で
の
個
人
の
町
民
税
-
に
つ
い
て
は
､
な
お
､
従
前
の
例
に
ょ
る
｡



(
町
た
ば
こ
消
費
税
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
三
粂
　
昭
和
六
十
r
年
五
月
一
c
h
(
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
｢
指
定
日
｣
と
い
う
｡
)
前
に
課
し
た
'

又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た
町
た
ば
こ
消
費
税
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

･
7
　
指
定
日
前
に
地
方
税
法
(
暗
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
)
第
四
百
六
十
五
条
第
一
項
の
売
渡

し
又
は
同
条
第
二
項
の
売
渡
し
衰
し
く
は
消
費
等
(
弥
彦
第
四
百
六
十
九
条
第
一
項
第
1
号
及
び
第
二
号

壱
規
定
す
る
売
渡
し
を
除
く
｡
)
が
行
わ
れ
た
製
造
た
ば
こ
を
指
定
日
に
販
売
の
た
め
所
持
す
る
卸
売
販

㌔

売
業
者
等
(
新
条
例
第
九
十
二
条
第
1
項
に
規
定
す
る
卸
売
販
売
業
者
等
を
い
う
ヶ
以
下
こ
の
頃
及
び
第

㌔

六
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
又
は
小
売
販
売
業
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
､
こ
れ
.
ら
の
者
か
租
税
特
別
措
置

I

I
/
漆
の
1
部
を
改
正
す
る
法
律
(
昭
和
六
十
一
年
演
簡
轟
十
三
号
)
附
則
二
十
1
粂
虜
四
項
の
規
定
に
よ
り

製
造
た
ば
こ
の
製
造
者
と
し
て
当
該
製
造
た
ば
こ
を
指
定
日
に
こ
れ
ら
の
者
の
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
か

ら
移
出
し
た
も
の
と
み
な
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
た
ば
こ
消
費
税
を
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
､

こ
れ
ら
の
者
が
卸
売
業
者
等
と
し
そ
当
該
製
造
た
ば
こ
　
(
こ
れ
ら
の
要
が
卸
売
販
売
業
者
容
で
あ
る
場
合

に
は
三
朝
町
の
区
域
､
内
に
所
在
す
る
貯
蔵
場
所
､
こ
れ
ら
の
者
か
小
売
販
売
業
者
で
あ
る
歩
合
に
は
町
の

区
域
内
に
所
在
す
る
当
薮
製
造
た
ば
こ
を
直
摸
管
理
す
冬
営
賢
所
に
お
い
て
所
持
さ
れ
る
も
の
に
限

)

る
｡
)
を
指
定
日
に
町
の
/
区
域
内
に
営
業
繭
の
所
在
す
る
小
売
販
売
業
者
紅
愚
り
渡
し
た
も
町
と
み
な
し

√
L
r



)

て
､
こ
れ
ら
の
者
に
町
た
ば
こ
消
費
税
を
課
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
け
L
る
町
史
は
こ
消
費
税
の
課
税
欝
準

は
'
当
該
売
｡
渡
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
製
造
た
ば
こ
の
本
数
と
し
､
当
萩
町
た
ば
こ
消
費
我
の
税
率

は
'
千
本
に
つ
き
二
百
九
十
円
と
す
る
｡

j
　
前
項
に
魂
定
す
る
者
は
､
向
項
に
規
定
す
る
貯
蔵
場
所
又
は
営
業
所
ご
と
竺
地
方
税
法
施
行
規
則
の

蒜
を
改
･
正
す
る
省
令
(
昭
空
ハ
十
妄
自
治
省
令
第
六
号
)
第
二
号
様
式
に
よ
る
申
告
書
を
指
定
日

か
ら
起
嘗
し
て
一
月
以
内
に
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

/

ゲ
　
前
項
の
規
定
に
よ
d
P
申
告
書
を
提
出
↓
た
者
は
'
昭
和
六
十
1
年
十
月
三
十
言
ま
で
に
,
そ
の
申
告

に
係
る
税
金
を
地
方
税
法
施
行
規
則
(
暗
和
二
十
九
年
絵
理
府
令
第
二
十
三
号
｡
第
六
項
に
お
い
て
｢
施

行
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
三
十
四
号
の
こ
の
五
様
ノ
式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
q
r

∫
車
毒
の
規
定
に
よ
｡
町
た
ば
こ
消
費
税
を
魂
す
る
場
合
に
は
同
項
か
ら
前
項
ま
で
に
規
定
す
渇
も
の

の
ほ
か
'
新
条
例
第
十
九
条
､
第
九
十
四
条
第
二
項
･
第
九
十
五
条
の
四
虜
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第

･
九
十
五
条
の
七
の
規
定
を
適
用
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
.
1
て
･
新
条
例
第
十
九
集
中
｢
第
九
十
五
条
の
四

第
妄
若
し
く
は
撃
一
項
.
J
と
あ
る
の
は
三
戟
町
税
条
例
の
蒜
を
改
正
す
る
条
例
へ
昭
和
六
二
年
三

朝
町
条
例
第
十
九
号
｡
以
下
こ
の
粂
及
び
第
二
章
第
四
節
に
お
い
て
｢
昭
和
六
二
年
改
正
条
例
｣
と
い



I ､一

う
｡
)
附
則
撃
二
条
第
四
項
｣
と
･
同
条
庸
二
与
及
び
第
三
号
中
｢
第
九
十
五
条
の
四
第
1
･
項
若
し
く
は
第

二
項
｣
と
あ
る
の
は
｢
昭
和
六
十
1
年
改
正
条
例
附
則
第
三
粂
第
三
番
と
'
新
条
例
第
九
十
四
条
第
二
項

中
｢
前
項
｣
′
七
あ
る
の
は
薗
和
上
八
十
1
年
改
正
条
例
附
則
第
三
粂
第
二
項
｣
と
'
新
条
例
第
九
十
五
条
の

四
第
四
項
中
｢
施
行
規
則
第
三
十
四
号
の
こ
様
式
叉
は
撃
二
十
四
号
の
こ
の
こ
様
式
｣
と
あ
る
の
は
｢
地)/i.

方
税
法
施
行
規
則
の
1
部
を
改
正
す
る
省
令
(
胞
和
六
十
1
年
自
治
省
令
第
六
号
)
第
l
妄
様
式
｣
と
'

周
桑
第
五
項
中
｢
第
芸
文
は
第
二
項
｣
と
あ
る
の
は
｢
昭
和
六
十
1
年
改
正
条
例
附
則
第
二
1
粂
第
四
項
｣

､
と
,
新
条
例
第
九
十
五
桑
の
七
簡
二
項
中
｢
第
九
十
五
条
の
四
第
一
項
叉
は
第
二
項
｣
と
あ
る
の
は
｢
昭

和
六
十
一
年
改
正
条
例
附
則
第
三
集
第
四
項
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
｡
y
 
i

占
　
卸
売
販
売
業
者
等
が
･
販
売
契
約
の
解
除
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
'
町
の
区
域
内
に
､
営
業

所
の
所
在
す
る
小
売
販
売
業
者
に
売
り
r
渡
し
た
製
造
た
ば
こ
の
う
ち
'
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
吋
た
ば
こ

消
嘗
税
を
課
さ
れ
た
'
叉
は
課
さ
れ
る
べ
き
も
の
.
の
返
遮
乳
受
け
た
場
合
に
は
'
当
該
町
た
は
.
こ
消
費
税

に
相
当
す
る
金
鯨
を
'
新
条
例
第
九
十
去
条
の
五
の
規
定
に
準
じ
て
､
当
該
製
造
た
ば
こ
に
つ
き
納
付
さ

れ
た
,
叉
は
納
付
さ
れ
る
べ
き
町
長
は
こ
ー
消
費
税
額
に
相
当
す
る
金
頑
に
係
る
控
除
又
は
遍
付
に
併
せ
て
'

当
該
卸
売
販
売
業
者
毎
に
/
係
る
町
七
は
こ
滑
韓
税
感
か
ら
控
除
L
t
叉
は
当
該
卸
売
痕
売
業
者
等
に
遼
付

l

＼

L
す
る
｡
こ
の
場
合
に
＼
ぉ
い
て
'
当
該
卸
売
販
売
業
者
等
が
新
条
例
附
則
第
十
六
条
の
こ
第
三
項
の
視
覚
竺

J

 

I



⊥
･
■

＼

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
条
例
第
九
十
五
条
の
四
第
l
項
か
ら
窮
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
が
町
長

に
提
出
す
べ
き
申
告
書
に
は
'
当
該
返
費
に
係
る
製
造
た
ば
こ
の
品
目
ご
と
の
数
量
に
つ
い
て
の
明
細
を

記
載
し
た
施
行
規
則
第
十
六
号
の
五
様
式
に
よ
る
書
類
を
添
付


